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い
じ
め
や
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の

人
権
が
侵
害
さ
れ
る
事
例
が
よ
く
報

道
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
人

権
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
市
内
中
学
校
の
協
力
で
、
人
権
啓

発
ポ
ス
タ
ー
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
学
校
の
取
り
組
み
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
会
期
　
２
月
８
日（
金
）ま
で

■
休
館
　
月
曜
日

■
場
所
　
貞
享
義
民
記
念
館

■
観
覧
料
　
無
料

　
貞
享
義
民
記
念
館

　（
4
７７
・
７
５
５
０
6
７７
・
７
５
５
１
）

　
穂
高
東
・
西
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
、

年
３
回
両
校
で
楽
器
指
導
を
し
て
い

る
東
京
藝
術
大
学
学
生
と
の
ジ
ョ
イ
ン

ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
と
３
年
に
わ
た
る
芸

大
生
と
の
ふ
れ
あ
い
が
は
ぐ
く
ん
だ
演

奏
を
披
露
し
ま
す
。
春
の
訪
れ
が
待

ち
遠
し
い
午
後
の
ひ
と
と
き
、フ
レ
ッ
シ

ュ
な
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
２
月
３
日（
日
）

　
　
　
　
午
後
１
時
１５
分
開
演

■
場
所
　
穂
高
会
館
 

講
堂

■
入
場
料
　
無
料（
予
約
不
要
。
直

　
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
）　

■
そ
の
他
　
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
で
き
る
限
り
公
共
交
通
機
関
ま
た
は

　
お
乗
り
合
わ
せ
の
上
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

　（
4
６２
・
４
５
６
５
6
６２
・
３
５
２
５
）

　
子
ど
も
と
大
人
の
交
流
学
習
施
設

「
ひ
ま
わ
り
」で
は
、伝
え
た
い
味
や
新

し
い
味
を
展
示
し
、試
食
し
て
い
た
だ

く
催
し
を
開
催
し
ま
す
。
伝
統
の
味
、

ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る
味
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
味
に
巡
り
会
え
ま
す
。

■
日
時
　
２
月
３
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
１１
時
〜
午
後
２
時

■
場
所
　
明
科
子
ど
も
と
大
人
の
交

　
流
学
習
施
設「
ひ
ま
わ
り
」

■
入
場
料
　
無
料

　
明
科
子
ど
も
と
大
人
の
交
流
学
習

　
施
設「
ひ
ま
わ
り
」（
明
科
教
育
課
）

　（
℡
６２
・
２
０
０
１
6
６２
・
１
１
２
４
）

　
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
と
は
、柔
ら
か

い
ス
ポ
ン
ジ
の
剣
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

面
を
使
っ
て
行
う
、安
全
性
の
高
い
現

代
風「
チ
ャ
ン
バ
ラ
」で
す
。

■
日
時
　
２
月
２
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
１２
時
３０
分
〜
４
時

■
場
所
　
明
科
公
民
館
講
堂

■
講
師
　
田
村
勝
家
さ
ん（
国
際
ス

　
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
協
会
事
務
部
長
）

■
対
象
　
小
学
生

■
定
員
　
５０
人（
先
着
順
）

■
参
加
費
　
無
料

■
持
ち
物
　
水
筒
、タ
オ
ル
、着
替
え

　
ほ
か
、各
自
必
要
な
も
の

■
申
し
込
み
　
１
月
２８
日（
月
）か
ら

　
受
付
開
始
。２
月
１
日（
金
）ま
で
に

　
電
話
な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
明
科
公
民
館

　（
4
６２
・
４
６
０
５
6
６２
・
５
８
９
４
）

　
安
曇
野
の
冬
の
風
物
詩
と
し
て
定

着
し
た
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
。そ
の
美
し
い
姿

や
生
態
を
カ
メ
ラ
に
収
め
る
に
は
カ
メ

ラ
の
性
能
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

２０
年
以
上
、安
曇
野
の
野
鳥
を
見
つ
め

続
け
た
写
真
家
・
中
島
泰
樹
さ
ん
を

迎
え
、野
鳥
や
自
然
環
境
と
の
距
離

を
保
ち
な
が
ら
、白
鳥
を
美
し
く
撮

影
で
き
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
び
ま
す
。デ

ジ
タ
ル
、コ
ン
パ
ク
ト
な
ど
機
種
に
こ
だ

わ
ら
ず
、初
心
者
か
ら
参
加
で
き
ま
す
。

■
日
時
　
２
月
２３
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
７
時
〜
正
午

■
場
所
　
豊
科
田
沢
白
鳥
湖
周
辺
・

　
明
科
御
宝
田
･
穂
高
狐
島（
白
鳥

　
飛
来
状
況
に
よ
り
変
更
あ
り
）

■
講
師
　
中
島
泰
樹
さ
ん（
写
真
家
・

　
日
本
野
鳥
の
会
会
員
）

■
日
程
　
豊
科
郷
土
博
物
館（
集
合

　
午
前
６
時
５０
分
）〜
田
沢
〜
御
宝
田

　
〜
穂
高
〜
田
淵
行
男
記
念
館（
見
学
）

　
〜
豊
科
郷
土
博
物
館（
講
評
･
解
説
・

　
解
散
正
午
）※
雨
天
決
行

■
定
員
　
２８
人（
先
着
順
）

■
受
講
料
　
１
、５
０
０
円（
保
険
・バ

　
ス
代
そ
の
他
）

■
持
ち
物
　
飲
み
物
・
雨
具
・カ
メ
ラ（
機

　
種
不
問
）・
筆
記
用
具
・
防
寒
具

■
申
し
込
み
　
１
月
３０
日（
水
）か
ら

　
郷
土
博
物
館
窓
口
に
受
講
料
を
添

　
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
豊
科
郷
土
博
物
館

　
　
　
　
　
　（
4
6
７２
・
５
６
７
２
）

　
す
べ
て
の
生
物
は
寿
命
を
持
ち
、

ヒ
ト
な
ど
多
く
の
生
物
は
老
化
し
ま

す
。
寿
命
が
ど
の
よ
う
に
し
て
決
ま

り
、
老
化
は
ど
の
よ
う
に
起
き
る
の

か
│
。
そ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
最

近
の
生
命
科
学
研
究
の
成
果
を
紹
介

し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
い
て
も

触
れ
ま
す
。

■
日
時
　
２
月
１５
日（
金
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

■
場
所
　
穂
高
会
館

■
講
師
　
帯
刀
益
夫
さ
ん

　
　
　
　（
東
北
大
学
名
誉
教
授
）

■
対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
６０

　
　
　
　
歳
以
上

■
参
加
料
　
２
０
０
円（
当
日
払
い
）

■
定
員
　
３０
人（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
　
１
月
２８
日（
月
）か
ら

　
受
付
開
始
。２
月
６
日（
水
）ま
で
に

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
穂
高
会
館
内
穂
高
教
育
課

　（
4
８２
・
５
９
７
０
6
８２
・
３
９
９
０
）

　
豊
科
郷
土
博
物
館
友
の
会
書
道
部

に
よ
る
書
芸
展
を
開
催
し
ま
す
。
郷

土
で
研
さ
ん
を
積
ん
だ
書
道
家
の
作

品
か
ら
は
、あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
躍
動

感
や
古
典
の
詩
文
に
込
め
ら
れ
た
思
い

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
新
春

を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
挑
戦
し
た
書

の
芸
術
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

■
会
期
　
１
月
２７
日（
日
）

 
 
 
 

〜
２
月
１１
日（
月
）

■
休
館
　
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
、

　
そ
の
翌
日
）

■
場
所
　
豊
科
郷
土
博
物
館
展
示
室

■
入
館
料
　

　
大
人
　
　
１
０
０（
８０
）円

　
小
中
生
　

　
５０（
４０
）円

　（
　
）内
は
２０
人
以
上
の
団
体
料
金

　
豊
科
郷
土
博
物
館

　
　
　
　
　
　（
4
6
７２
・
５
６
７
２
）

豊
科
郷
土
博
物
館
・
田
淵
行
男
記
念
館

白
鳥
写
真
教
室

豊
科
郷
土
博
物
館

友
の
会
書
芸
展

明
科
公
民
館

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
講
習
会

交
流
学
習
施
設
「
ひ
ま
わ
り
」

ち
ょ
っ
と
よ
っ
て
き
ま
し
ょ

た
べ
て
き
ま
し
ょ

〜
我
が
家
の
味
大
集
合
〜

穂
高
公
民
館
高
齢
者
学
級

い
き
も
の
は

ど
う
し
て
老
化
す
る
の
か

貞
享
義
民
記
念
館

市
内
中
学
生
の

人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
展

東
京
藝
大
、穂
高
東
・
西
中
学
校

春
ま
ち
ジ
ョ
イ
ン
ト

コ
ン
サ
ー
ト

わ  だ  い

「ひなげしの図小屏風」1940年制作

　橋節郎作品 226点の寄贈

　昨年４月に亡くなった、北穂高出身で漆芸家の故・

　橋節郎さんの作品など２２６点が、安曇野市に寄

贈されました。これは、　橋さんの遺言によるご遺

贈と、夫人の千笑さんからのご寄贈を合わせたも

のです。　橋さんの制作史を追う上で貴重な作品

が多数含まれています。作品は今後、安曇野　橋

節郎記念美術館で公開される予定です。

　安曇野　橋節郎記念美術館

　　（4８１・３０３０6８２・０５５１）

かず   え


